
島田市

島田市の荒茶生産量    5,791t
島田市の茶園面積 　   2,087ha
産地ごとの内訳　　島田(Shimada) 874ha
　　　　　　　　　金谷 (Kanaya)  855ha
　　　　　　　　　川根 (Kawane) 358ha
（2005年農林業センサスデータより）

静 岡 県

    お茶にまつわる見どころ
̃Must visit in Shimada citỹ

■島田茶の産地（旧島田市の区域）
■金谷茶の産地（旧金谷町の区域）
■川根茶の産地（旧川根町の区域）

大井川

SHIZUOKA PREFECTURE

島田茶

川根茶

日本　JAPAN

静 岡 県
SHIZUOKA　PREF

静岡県島田市には３つのお茶の産地があり、全国屈指のお茶処です。島田市では、主に普通煎茶と深蒸し煎茶が作られています。

Kawane Tea

Shimada Tea

Kanaya Tea

      　　 　日本の茶の分類
    ̃Classification of Tea in Japañ

茶

      緑茶
（不発酵茶）

　 烏龍茶（半発酵茶）

    紅茶（発酵茶）

蒸し製 煎茶 普通煎茶

深蒸し煎茶

釜炒り製

Camellia 
  sinensis

  島田市のお茶の産地と特徴

緑茶の主な成分と主な機能性

̃　　　　　　　　　̃

ほうじ茶

玄米茶

再加工茶

H
ealthy &

 N
atural Green Tea

不溶性成分（70～80％）

水溶性成分（20～30％）

　食物繊維
（30～40％）

タンパク質
（約24％）

　βカロチン
（13～29mg％）

　ビタミンE
（25～70mg％）

 クロロフィル
（0.6～1.0％）

ミネラル（不溶性）
（2～3％）

カテキン類
（10～18％）

複合タンニン
（0.4％）

フラボノイド
（0.6～0.7％）

カフェイン
（3～4％）

複合多糖
（0.6％）

ビタミンC（150～250％）

ビタミンB2（1.4mg％）

テアニン（0.6～2％）

γ-アミノ酪酸（0.1～0.2％）

サポニン（0.1％）

香気成分（1～2mg％）

食物繊維（ペクチン）
（可溶性）（3～6％）

ミネラル（3～4％）

便秘防止、大腸がん、心疾患、糖尿病などの
予防

栄養素

プロビタミンA、抗酸化、抗がん、心疾患、
白内障等の予防、免疫能増強

抗酸化、ニトロサミンの生成抑制、抗がん、
糖尿病、心疾患、白内障等の予防、免疫能増
強

がん予防、抗突然変異、抗潰瘍

抗酸化、抗突然変異、抗がん、血中コレステ
ロール上昇抑制、抗菌、抗アレルギー、消臭
など

抗酸化、抗がん

血管壁強化、抗酸化、抗がん、冠状動脈心疾
患の予防、消臭

中枢神経興奮、眠気防止、強心、利尿、代謝
促進

血糖上昇抑制（抗糖尿）

抵壊血病、抗酸化、抗がん、かぜ予防、白内
障予防、抗アレルギー、免疫系増強

口角炎予防、坑酸化

血圧降下、脳・神経機能調節

血圧降下、抑制性神経伝達物質

抗喘息、抗菌、血圧降下

アロマテラピー効果

胆汁酸排泄促進、血中コレステロール低下
フッ素：虫歯予防

亜鉛、満願、銅、セレン：抗酸化、がん予防

自然光下で栽培し、摘採した茶葉を蒸熱、揉捻、
乾燥して製造したもの。

煎茶と同様な製造であるが、茶葉の蒸し時間を煎
茶の２倍以上の時間で製造したもの。

番茶や煎茶を強い火で焙って製造したもの。

煎茶や番茶に焙った米を混ぜたもの。

煎茶と同様な製造であるが、製造工程で茶葉を蒸
熱に代えて炒って製造したもの。

半発酵で紅茶と緑茶の間に位置する、香り高いお茶。

煎茶と同様な製造であるが、製造工程で茶葉を蒸
茶の葉を完全発酵させたお茶。

島田市のお茶データ

　島田のお茶の歴史をさかのぼると、江戸時代初めに大井川中流域の伊久美で年貢
としてお茶が納められていた記録があります。江戸時代後期に宇治(京都)の茶師を
招き、茶の栽培、製造技術を普及させ、茶業がめざましく発展しました。明治時代
になると大井川下流域の牧之原が茶畑に開墾され、現在でも一大茶園が広がってい
ます。
　島田では、朝夕の川霧が直射日光を遮ることによる上品な香りと美しい水色の大
井川中流域のお茶と、たくさんの日光を浴びた滋味豊かな大井川下流域のお茶が生
産されます。

 　金谷で本格的にお茶の栽培が行われるようになったのは、明治２年(1869)から
始まった牧之原台地の茶園開拓によるものです。金谷は、茶問屋をはじめ茶に関す
る国の研究機関や製茶機械メーカーが立地し、茶栽培・製茶業・茶売買・製茶機械
生産が一体となった茶業地が形成されています。
　４月中下旬の牧之原は、お茶の新芽が一斉に顔を出し始め、辺りは一面鮮やかな
萌黄色の絨毯を敷きつめたような美しさです。金谷茶は、甘味、渋味、爽やかさを
兼ね備えた甘くやわらかな舌触りと深い香気があります

　川根のお茶の歴史は古く、天文16年（1547年）に書かれた古文書に上河内地区
でお茶が年貢として納められていた記録があります。大井川の川霧と肥沃な土壌で
栽培される川根茶は、山々に囲まれ、日照時間が短く、昼夜の寒暖の差が大きいた
め、光合成によって作られた養分を夜間の寒さにより茶葉がしっかりガードしてそ
のまま蓄えます。
　この特性を活かした蒸し方により、鮮度をそのままに金色透明の水色と深い味わ
いの川根を提供できるのです。


